第５号様式（第６条関係）

　綾瀬小学校　学校運営協議会会議録

	会 議 の 名 称
	　第２回　綾瀬小学校　学校運営協議会

	開催日
	　令和８年８月２１日（金）

	開催時間
	　１０時００分　～　１１時３０分

	開催場所
	　綾瀬小学校　３階　多目的室

	議長
	　林　道男　会長

	出席者
	[bookmark: _GoBack]委員　林道男、栗原芳子、堅田理恵子、比留川祥隆
菊池重忠、川口武史、佐々木美和
阿部賀優、武藤義基、奥津聡、小林英美、
横山友子　綾瀬小学校職員（２０名）

	傍聴の可否
	可
	傍聴者数
	０

	会議の内容

	【次第】
　　　１　開会、あいさつ
　　　２　協議会委員の紹介、地域コーディネーター活動報告
　　　３　熟議「地域と連携した学習活動について」 
　　　４　今後の予定、閉会

	○地域コーディネーター活動報告
主に１年生の生活科において地域との連絡・調整を図った。学習内容について以下の通り報告。
　・カイコ飼育における桑の葉の確保
　・地域の農家と連携しサツマイモの栽培
　・学区の動物病院との連携し、生き物の命についての出前授業

○熟議「地域と連携した学習活動について」
　まず始めに本校児童の強みや弱みについて情報交換・共有。その後、共有した強み、弱みを踏まえ、地域と連携してどのような活動ができるかを、３つのグループに分かれて話し合った。
　＜児童の強み・弱み＞
　◎元気で素直、人懐っこい。地域行事への参加率が高い。
　◎様々な国籍の児童が在籍しており、肌の色や名前の違いなどについて差別がない。また、ことばの教室通級や特別支援学級在籍の児童についても理解があり、受け入れられている。
　◎手伝いを進んで行うことができる。
　△プラザの遊び道具や学校の教具などの物を大切にする、トイレ・水飲み場の使い方といったルールを遵守できない児童が見られる。
　△適切な言葉遣いや自分から挨拶ができる児童が減ってきている。
　△失敗を恐れ、大人を頼る場面がみられる。

＜地域人材を活用した教育活動の充実について＞
・朝会や広報誌で、学校運営協議会委員やプラザパートナー、見守り隊、ＰＴＡ役員などの子どもたちを支えてくれている大人を紹介し、顔を知ってもらうことが大切である。
・保護者や地域の方が、気軽に学校に来られるような環境づくりを進めるとよい。
・先生たちを助けたい気持ちがある。
　→クレーム対応をする（地域）人材の確保、業務の外部委託、勉強の補助など。
　→情報共有の内容・仕方や何かトラブルが起きた際の責任の所在など、課題がある。
　→保護者や地域の方に教育活動の手伝いをいただくことで、学校について理解が深まり、先生を助けることになるのではないか。何よりも、保護者や地域の方も指導の当たってくれると子どもたちが喜ぶ。
　→ボランティアのスクールサポーターや保護者同士のサポーター制度を活用・構築していきたい。
　
　＜地域人材を活用した教育活動の具体＞
　・学習指導・準備補助
（国語：毛筆　算数：九九の確認、そろばん　生活：昔遊び　家庭科：裁縫、ミシン　音楽：リコーダー　国際教室：日本語、文字　など）
　・学校生活における支援
　（１年生給食サポート、校外学習における見守り　など）


	【配付資料】
　レジュメ、地域学校協働活動パンフレット

	次回開催予定
	　未定





